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要旨
　本稿では、平成27から同29年度に教育振興支援助成を受けて実施した全学教育センター（ラーニング
ステーション）における入学前後の学生の基礎学力向上のためのリメディアル教育とその成果について報
告した。学生と教職員の連携拠点となるラーニングステーションが平成27年度に立ち上がり、専属スタッ
フが配置され、センター所員とともに「学びが自信に」をコンセプトに学生支援にあたった。入学前には、
入学までの学習習慣の維持と入学後の学びに向けての準備のために、大学集合型教育、教材自主学習型教
育（通信教育）を導入した。入学時のプレイスメントテストの実施と学生個別への直接の結果返却を行い、
基礎学力向上への学習意欲の向上を目指した。入学後には教員と学生がカジュアルな雰囲気で交流しなが
ら学ぶ「カフェ」教育（基礎学力系、教養系など）を企画し、学内教員によるボランティア教育活動が行
われ、学生が自主的に参加した。また、学習教材の配布や貸出により、学生が英語、数学、国語（語彙・
漢字）の復習（リメディアル教育）に取り組んだ。その他、eラーニングの導入や各種検定試験（英検・
漢検など）の学内受験を支援し、学生の自主的な学びの機会を増やした。同時にポイントカード制を導入
し、カフェに参加し、教材教育に取り組み、検定試験に合格するとポイントが付与される仕組みをつくり、
ポイント還元として図書カード交換、検定試験の受験料・有料カフェの参加費などへの充当など、さらな
る学びへとつなげた。また、ラーニングステーションでは授業科目、資格試験、就職試験などを問わず、
学習相談も常時受けつけ支援した。以上の正規授業以外の学生教育活動により、大学での学びの不安感の
払拭、学ぶ意欲・姿勢の向上、資格・就職試験の合格等の成果が各種アンケート結果などから確認された。
今後、本教育研究活動で得られた知見を元に学生支援を継続し、和洋女子大学学生のさらなる基礎学力向
上に貢献することを目指す。
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はじめに
文部科学省は大学入試要項の中でリメディアル教育（補習教育）の必要性に言及している。本学におい
ても、競争率のほとんどないAO入試や推薦入試で入学する学生が、学科によっては半数以上を占め、基
礎学力不足とともに大学入試に合格した高校3年の秋から大学入学の4月までほとんど学習習慣がない状
態で入学する学生が多く、大学教育を受ける以前の基礎学力向上のための学習プログラムの作成とシステ
ム構築が喫緊の課題となっている。新入生が大学での教育方法や内容に順応し、学習意欲を継続させて教
養教育、専門教育へと学びを進められるように、入学前後の期間を通して正規授業以外の基礎学習環境の
整備ときめ細かい学生サポートが必要である。本取り組みでは、平成27から同29年度に教育振興支援助
成を受けて実施した全学教育センター（ラーニングステーション）における入学前後の学生の基礎学力向
上のためのリメディアル教育とその成果について報告する。
取り組み内容と学生の様子
１．ラーニングステーション
27年度より、大学事務局と連携して西館 2 階の元2-7教室をリニューアルして全学教育センターの拠点
となる「ラーニングステーション」を立ち上げた。この場には専属の事務スタッフが2名常駐し、学生と
教員をサポートしている。教育プログラムにおける学生と教員を繋ぐ場所であり、各種プログラムへの問
い合わせや申し込みに対応している。また、全学教育センターが所管する正規授業の「共通総合科目」等
の支援も担当している。28年度からは事務組織に「教育支援課」が立ち上がり、ラーニングステーショ
ンの上位組織となった。「学びが自信に☆ラーニングステーション」を活動コンセプトとする学生支援の
最前線であり、この場が確保できたことが以下に述べる取り組みに顕著な成果を得た大きな理由と考える。
２．入学前フォロー教育
高校 3 年の11月に大学入学が決定した後、 4 月入学までの間にどのように過ごすかは、入学後の大学
での学びに大きな影響を及ぼす。健康栄養学科では、 1 年生前期から「解剖生理学」などの自然科学系の
専門科目が始まるため、高校での自然科学系の学びの状況や学習習慣のない状態での入学が単位修得状況
に直接影響することから、以前より通信型入学前教育プログラムの採用や入学前の 3 月の時点での大学集
合型教育などに学科独自で取り組んできた。その実績も参考にして27年度より全学的なプログラムへと
展開、試行した。
①大学集合学習プログラム（プレわよらカフェ：pre Wayo learning café）
27年度以降、11月末（AO入試、推薦入試Ⅰ期の合格手続き者対象）、と 2 月中旬（推薦入試Ⅱ期、留
学生入試、一般A入試合格手続き者対象）の日曜日の午後に半日プログラムを行った。プログラムでは、
4 月入学までの学習習慣の継続の意識づけ、通信教育型学習（後述）への参加の促し、入学後の学習意欲
の向上への準備、大学での学習についての不安感の払拭などを目的に、全学教育センターによる全体会と、
各学科による交流プログラム（教員や現役学生が参加して学科オリジナルのプログラムを実施）、文章表
現の課題を実施した。推薦入学予定者の約80%、A日程合格者の約60%（それぞれ平成29年度の実績）が
参加し、参加者からは良好に受け止められており（平成29年度実績：参加して大学生活への意欲が高まっ
たと思う学生の割合89.7%）、大学集合型の「プレわよらカフェ」は有意義な入学前の教育イベントであ
ることが確認された。入学予定者が学科交流プログラムなどを通して和洋に帰属意識を持つこと、学習習
慣を継続しておく必要があると理解すること、大学の教員や学生と交流を持ち入学前の不安感を払拭する
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ことなど、和洋女子大学で学習する意欲を高める効果があったと考えられる。
②教材自主学習プログラム（通信教育型学習：外部業者委託）
26年度までは健康栄養学科を除き、11月入試で合格した入学予定者には各学科で作成した教育プログ
ラム（調べ学習やレポート課題などが中心のプログラム）を課していたが、平成27年度（平成28年度入
学生対象）以降、基礎学力向上のための内容とするために、学科の意向も踏まえた上で受益者負担による
外部業者（主に進研アド㈱）の委託プログラムを採用した。このプログラムでは、人文学系、保育・児童
系、食物・栄養系、生活・人間系、医療・看護系の各総合テキスト（2.0 ～ 2.7万円）と語彙力ならびに
計算力のオプション教材（各3240円）が準備され、各学科に相応しい題材で構成されている教材を選ぶ
ことができる。総合テキストには、日本語力、計算力、英単語力、各分野の基礎知識、調べ学習などが含
まれる。受益者負担としたのは参加者（保護者も含む）の学習意欲向上を目指すことと、他大学の実績例
を参考にしたためである。
当初は参加率が低いのではないかとの懸念もあったが、対象者のうち95.0%（29年度実績）がプログラ
ムに参加して取り組んだ。29年度の入学時の新入生アンケートでは、入学前学習プログラムに「積極的
に取り組んだ」「まあまあ取り組んだ」と回答した学生は89.7%、その学びが大学の学びに役立つと考え
ている学生は88.4%であり、課題の提出率も概ね良好であった。以前の大学からの一方的な課題では、個
別の連絡や添削返却などは実施困難であったが、未申し込み者への促し連絡や、課題の未提出者への「ほ
める」「励ます」はがきや電話連絡など、プログラムへの参加や課題提出が高かったのは、委託プログラ
ムに丁寧な学生サポートが含まれていることも一因となっていた。一方、申し込まなかった理由に、費用
負担が大きいことを挙げた者が存在していたことから、平成30年度以降は受益者負担ではなく大学負担
に変更して、全ての対象者に学びの機会を保障することを提案した。その結果、平成30年度（31年度入
学生対象）は、大学費用負担で全学科において表1の内容を正式に実施することに至った。
表１　平成30年度入学前フォロー教育の通信型学習教材の採用予定一覧
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※「学ぶ力」の基礎 テキストは、分野を限定しない内容で構成されている 
表1 平成30年度入学前フォロー教育の通信型学習教材の採用予定一覧 
学科 教材の種類 オプション
国際学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
日本文学文化学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
心理学科 人文学系 なし
こども発達学科 保育・児童系 語彙力 及び 計算力
服飾造形学科 「学ぶ力」の基礎 なし
健康栄養学科 食物・栄養系 語彙力 及び 計算力
家政福祉学科 生活・人間系 語彙力 及び 計算力
看護学科 医療・看護系 語彙力 及び 計算力
表２ 1年生4月（入学時）と2月（1年後）のプレイスメントテスト結果の変化（28・29年度総計） 
国語は29年度のみの結果（464名） 
数的処理と英語は28・29年度2年間分の結果（数的処理：964名 英語：1006名） 
いずれも両月とも受験した学生の集計結果 
値は平均点（点） 
1年生4月と2月
両受験者 増減 増減 増減
国際 -3.4 -4.2 +0.8
日本文学文化 +1.6 -1.2 -0.7
心理 0.3 -4.0 -1.3
こども発達 -1.5 -3.5 -1.1
服飾造形 -1.3 -5.1 -1.1
健康栄養 -0.5 +3.0 -1.4
家政福祉 -0.9 -5.1 ±0.0
全体 -0.6 -1.3 -0.550.9 50.3 57.9 56.6 57.1 56.6
52.5 52.0 66.7 69.7 60.3 58.9
50.0 49.1 57.7 52.6 53.6 53.6
51.2 49.7 59.0 55.4 57.4 56.3
47.2 45.9 53.4 48.3 53.9 52.7
52.9 54.5 53.4 52.2 55.4 54.7
49.0 49.3 53.6 49.6 56.0 54.7
国語
4月
国語
2月
数的処理
4月
数的処理
2月
英語
4月
英語
2月
49.4 46.0 51.3 47.1 58.7 59.5
※「学ぶ力」の基礎　テキストは、分野を限定しない内容で構成されている
教材自主学習の通信型学習教材は、11月下旬から12月に案内および申し込み、 1 月初旬から 3 月まで
の 2 か月間で総合テキストに取り組み、課題提出と返却の複数回の繰り返しにより、入学までの学習習慣
の維持と入学後の学びに向けての準備に有効であったと考えられた。
３．プレイスメントテスト
以前から実施している入学時の英語のプレイスメントテストに、27年度からは国語と数的処理（計算）
の 2 科目を加え、28・29年度は 3 科目を入学式直前の同日に実施し、後期が終了する 1 年生の 2 月にも
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2 回目の同テストを行った。主たる目的は自己の基礎学力を学生自身が認識して、主体的に苦手とする学
習スキルの習得に取り組むよう導くことで、英語は共通総合科目の英語の能力別クラス編成データの意図
もある。後期終了時の 2 回目は基礎学力の 1 年間の変化を捉えることを目的とした。
テストの実施には、全学教育センター所属教職員、ラーニングステーション、教育支援課の職員の他
に学生補助員を動員した。英語は、以前の組織である外国語教育センター、国際学科英語コミュニケー
ション専修から引き継ぎ、全学教育センター外国語部門が担当する試験であり、引き続き外部業者による
TOEIC®-IPテストを実施した。国語について27年度は外部業者による問題を活用したが、翌年からは過
去の大学入試問題を活用して作成した。数的処理は小学校 4 ～ 6 年生算数とSPI試験（企業による就職試
験の一種）内容からオリジナル問題を作成した。
表 2 に28・29年度のテスト結果について学科別平均点を示した。国語と数的処理は同問題で 4 月と 2
月に実施し、TOEIC®-IPテストは別問題であるが一定レベル問題となっている。その結果、 4 月と 2 月の
結果を比較することにより大学での 1 年間の学びの影響が観察された。大学での学びの中で関連した内容
を学ぶ機会のある学科の学生では成績が向上する傾向を示した。すなわち、国語は日本文学文化学科で、
英語は国際学科で、数的処理は健康栄養学科で成績が上昇する傾向がみられたが、それ以外の学科では成
績が低下する傾向を示し、特に数的処理でその傾向が強かった。英語は、大多数の学生が週に２コマ、通
年で学習しているにもかかわらず、成績向上につながっていないことも明確になった。この点は、本学の
共通総合科目としての英語教育の再検討が必要であろう。
表２　1年生4月（入学時）と2月（1年後）のプレイスメントテスト結果の変化（28・29年度総計）
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表1 平成30年度入学前フォロー教育の通信型学習教材の採用予定一覧 
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国語は29年度のみの結果（464名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値は平均点（点）
数的処理と英語は28・29年度2年間分の結果（数的処理：964名　英語：1006名）
いずれも両月とも受験した学生の集計結果
テスト実施後は、全学生の成績データを各学科に提供した。特にこども発達学科と健康栄養学科からは
成績の共有の希望があり、入学後早い段階での情報共有を行っている。学生本人には 1 年生の 4 月中に 3
科目それぞれのABC評価と、学びの方向性ならびにセンターによる教育プログラムの紹介コメントを入れ
て、ラーニングステーションにおいて学生一人ひとりにスタッフが直接コメントしながら結果返却を行っ
た。コメントは、A評価の学生には各種の検定や資格取得などへの挑戦を促す“em-ラーニング”を、B評
価には基礎学力の充実に向けた内容の“em-ラーニング”をそれぞれ奨励し、C評価に対しては基礎学力
の補習を図るために開設した“わよらカフェ”の受講を強く求める内容である。“em-ラーニング”と“わ
よらカフェ”の詳細は後述する。
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また、テスト結果の直接の返却は、学生自身が見逃してきた「できない・わからない内容」を改めて本
人が客観視して「大学で学び直そう」という動機づけにつながることも意図しており、その効果も確認さ
れた。30年度 4 月には、これらの経験からプレイスメントテストの結果返却時に教育プログラムを紹介
するラーニングステーションの広報紙、ポイントカード（後述）、これまでに希望の多かった「漢字」の
問題集を全 1 年生に手渡し、学びのプログラムへの参加誘導を強化した。
４．新入生サポート教育
入学後のリメディアルを新入生サポート教育と位置づけて学習支援プログラムを設けた。カフェ教育、
学習教材の配布・貸出、スマホ対応のe-ラーニング、検定試験の学内受験、の４プログラムである。入学
直後の 4 月からスタートして開設当初は 1 年生を対象としていたが、実践が進むと後述するように上級学
年の学生からも受講希望が多くなり、全ての学部生にも門戸を開くこととした。また、これらの学習への
意欲付けを意図して、ポイントで評価するシステムを導入した。
①ポイントカード（WALACA：Wayo learning card）の導入
開設した各プログラムで学生が取り組んだ学習の実績と成果をポイントで評価するもので、そのカード
を作成して受講生に配布した。以下に示す、カフェ講座に参加する、教材を借りて一定のページ数の学習
を進める、検定試験を受験して合格するとポイントが付与され、 8 ポイント獲得すると図書カード500円
分に還元される仕組みとなっている。28年度からは各自の学びをさらに広げることをねらいとして、各
種検定試験の受験料や実費が必要となる見学などの経費に還元する仕組みも導入した。表 3 はポイント
カードの活用状況である。検定試験の受験料還元に多く活用されている。
表３　ポイントカード（WALACA）の活用状況
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図1 カフェ講座のポスター例 
表3 ポイントカード（WALACA）の活用状況 
件　　数 27年度 28年度 29年度
発　　行 123 201 165
図書カード還元 8 23 8
検定試験の受験料還元 － 63 50
②カフェ講座（わよらカフェ：Wayo learning café）
入学後の学習プログラムでは少人数の講座形式の「わよらカフェ」と命名した「カフェ」教育を実施し
た。前述した「プレわよらカフェ」は入学前に行う（pre）「わよらカフェ」という意味である。原則とし
て 1 時間、 1 または 2 回完結型、定員は10名程度、お茶を飲みながら教員と学生の対話形式とし、学生
と教員がカジュアルに交流する「面白い」「楽しい」学びを目指した。1 ～ 2か月前から学内各所にポスター
（図 1 ）を掲示し、前日18時締め切りの申し込み制（ラーニングステーションが管理）で実施している。
表 4 に 3 年間に実施したカフェ講座を示した。原則として専任教員が担当し、27年度に試行して学生の
参加状況を確認した上で、 2 年目以降は学生ニーズにも応えて講座を増やした。当初、リメディアル教育
は初年次教育と位置づけて 1 年生のみを対象と考えていたが、実際には、就職活動や公務員試験などを意
識し始めた 3 年生以上からも参加の希望が寄せられ、 1 年目の途中から対象を全学年に切り替えた。
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表3 ポイントカード（WALACA）の活用状況 
件　　数 27年度 28年度 29年度
発　　行 123 201 165
図書カード還元 8 23 8
検定試験の受験料還元 － 63 50
図１　カフェ講座のポスター例
表４　カフェ講座の内容
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表４ カフェ講座の内容 
27年度 28年度 29年度 担当教員（敬称略）
日本語力（文章表現・
語彙・作文）向上
34 56 15 伊藤茂※
英語文法復習 8 20 18 高久田
数的処理（計算力）向上 41 13 20 湊
時事問題
カフェ
主に社会科学系 3 20 12 駒見　山下　藤丸　秦泉寺　金丸
教養系
カフェ
人文・家政・語学・統計・
自然科学系
25 32 45
駒見　佐藤勝　伊藤瑞　鬘谷
多賀　大河原　岡本由　黒田
岡川　池田　代谷
新聞を読む
カフェ
人文科学・自然科学・
社会科学の記事を読む
－ 75 23 駒見　屋形※※　杉浦功
見学お出かけ
カフェ
ミュージカル・演劇・能・
博物館・国会議事堂・
日本銀行
－ 18 24 織田　服部　木村　駒見　金丸
教職系
カフェ
教員への道
（学校ボランティア含）
－ － 19 菱田
SPI対策 43 89 72 植田※※
英検対策
個別対応
模擬試験
－ 9 14 河内山　門脇　星野　佐藤義　湊　
数値は参加延べ人数（人） ※本学参与　※※併設中学･高校教諭
基礎学力向上
カフェ
種類
試験対策
カフェ
目
的
・学習モチベーションの維持
・基礎学力の補填
・大学での修学不安の解消
目
的
・基礎学力の向上
・学習意欲の向上
・自己実現のための学習支援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・カフェ講座
・学習教材の配布と貸出
・e-ラーニング
・検定試験の学内受験
入学前フォロー教育 新入生サポート教育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・大学集合学習
・教材自主学習
ポイントカード制
対象 ： 早期入学決定者 対象 ： １年生（上級生含む）
図２ 構築プログラムの概略 
基礎学力向上のカフェでは、国語、数的処理、英語の講座を置き、読む・書く・語彙・計算・英文法の
講座を毎年実施した。教養系カフェでは、幅広い分野の教員の協力を得て、毎年異なる内容で通常の授業
とは異なる小規模の学びの機会をつくった。人文学部学生が家政系の衣服や食べ物について、家政学部の
学生が語学・文化芸術・社会科 について気軽に学べる仕組みとなっている。このようなプログラムによ
りカフェへの参加がきっかけで共通総合科目の受講へとつながるケースもみられた。特に、お出かけカ
フェは人気が高く、これまでに、能、ミュージカル、演劇の鑑賞、博物館、国会議事堂、日本銀行の見学
を実施し、30年度は美術館・博物館のプログラムを進行中である。鑑賞・見学の前中後のいずれかに担
基礎学力向上のためのリメディアル教育システムの開発と展開（駒見 他） 189
当教員からの解説・説明等が行われるため、初心者にとって参加しやすくなっている。なお、入場料など
が必要な有料カフェはポイント還元の対象となっている。さらに、実用英語技能検定（英検）やSPI試験
の数的処理などは学生ニーズに応える形で実施した。数的処理は、併設中学・高校教員の協力を得て「濃
度と%」「速度と距離」「割合と値段」「確率」「グラフの読み取り」など、学生の苦手な「数」の学びを回
数多く実施し、毎回、多くの学生が参加している。
学生がカフェ講座に参加した理由は、「講座の知識を習得したい」が最も多く62.4%、次いで「楽しそう」
が26.4%（29年度実績：参加者165件の結果）、カフェ講座が有意義であったと考える学生は99.4％（同）
となり、「楽しく学ぶ、有意義な学び」を学生が実体験していた。 
小数ではあるが分野を問わず多くのカフェに参加する学生（常連さん）や、カフェへの参加に限らずラー
ニングステーションで多くの時間を過ごす学生もみられ、ラーニングステーションは一人行動の多い一部
の学生には、大学での居場所としての役割も果たしていると思われる。カフェで交流した教員との近い関
係性もこのような学生には心地よさにつながっているかもしれない。
30年度からは、全学教育センター所属の教員が増員されたことから、国際学科と連携した英検や
TOEIC®の対策講座、教職系の講座、PC技能系、自然科学系の基礎学力向上の講座などを増やしている。
正規の授業と違って、フレキシブルに学生や教員のニーズに合わせて幅広い学びの機会をつくれることが
ラーニングステーションの特徴である。なお、講座を担当する学園内の教員にとっては授業コマ以外の無
給のボランティア教育活動となっている。
③学習教材の配布・貸出（em-ラーニング：educational material learning）
ラーニングステーションでは、国語、数学、英語の基礎学習のためのテキストを複数冊揃えて、学生に
配布・貸出している。27年度は、作成した漢字練習プリントと数的処理（計算）練習プリントを希望者
に配布した。漢字は100名、計算は25名が持ち帰って取り組んだ。28年度から導入した「マナトレ（ベネッ
セ）」シリーズは、大学生用に作成された中学高校の基礎的な学びを復習する書き込み式の総合テキスト
で、学生からのニーズも高い教材である。 2 年間で数学は計175冊、英語は66冊が利用された。同様にニー
ズの高かった漢字についてはオリジナルも練習帳の冊子を作成し、170冊が利用された。これらのテキス
トは、一定のページを学習してラーニングステーションでチェックを受けるとポイントが付与される仕組
みとなっている。その他、英検、漢検、語彙読解力検定、TOEIC®、ニュース時事能力検定、SPIなどの資
格・就職試験のための参考書や問題集も少数ずつ配置し、受験前の学習のために貸出している。 これら
の教材は、当初の意図に反して、初年次のリメディアル教育と同等あるいはそれ以上に就職試験に備える
ための上級生による利用が多かった。
④e-ラーニング（ことばトレーニング）
27年度より朝日新聞社によるe-ラーニング教材の「ことばトレーニング」を大学負担で導入した。時事
用語や慣用句、新聞に頻出される言葉を毎日 5 語ずつ、週に 4 日スマホに送られる問題に解答する形式の
プログラムである。27年度には41名、28年度は55名、29年度は31名が参加し、 8 月～ 10月に120問の
問題に取り組んだ。このトレーニングは11月に実施される「語彙・読解力検定」のための学習プログラ
ムでもあり、「語彙」「新聞を読む」「文章を理解する」力の向上に寄与する内容となっている。
⑤検定試験の学内受験
語彙・読解力検定（準2級・2級）（27 ～ 29年度：63名受験、33名合格）、実用英語技能検定（準2級・2級）
（英検；28 ～ 29年度：48名受験、 9 名合格）、日本漢字能力検定（準2級・2級）（漢検；28 ～ 29年度：
57名受験：17名合格）、ニュース時事能力検定（29年度：7 名受験）の学内受験を運営した。ポイントカー
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ドの還元プログラムにより28年度より受験料のサポートができるようになったことも影響して、漢検と
英検の受験者は増加傾向にある。30年度以降は、TOEIC®-IPテストについても国際学科と連携してラー
ニングステーションが運営を担当している。検定試験の受験は、学生の学びのよい機会となっており、ポ
イントカードの還元プログラムは学生の学び促進に大きく寄与していた。
⑥その他　個別対応
上記の学習プログラム以外に、ラーニングステーションでは個別の相談にも対応している。「大学での
学びに困った時には相談に来てください」というメッセージを発信しており、「公務員試験」「就職試験
SPI試験」の問題が解けない、「学科の専門科目」「レポート」で行き詰まっている、などの相談が持ち込
まれる。人文科学系、自然科学系の各教員が可能な範囲で対応し、解き方そのものを指導するというより、
勉強の仕方、調べ方をサポートし、教材を紹介し、カフェに誘導する、学科教員と連携するなど様々な方
法で個別対応している。進路支援センター経由での就職試験や公務員試験に関連した個別相談も多い。こ
れらの相談内容から、学生の学習に関する実態やニーズを把握し、新たな教材の準備や学習プログラムの
設計などへとつなげている。
まとめ
　取り組みのスタートから間もない平成27年 7 月に、 1 年生603人に対して学習に関するアンケート調
査を実施した。その結果、大学での勉学に不安を感じていないと答えた学生はわずかに 2 ％でしかなく、
入学後4か月近く経過してもほとんどの学生が授業についていけるか、また学習への意欲を維持できるか
などの不安をもっていることがわかった。ある程度予想はしていたが、この数値（ 2 %）は想定を大きく
下回るものであり、不安の内容を分析すると自己の学力にあまり自信が持てない様子がうかがわれ、理由
は高校までの学習、とくに英語や国語、数学が不十分だと認識しているからであった。
　この基礎的な知識と学力を身につけて、自信をもって勉学に向かうことは充実した大学生活へのパス
ポートになるはずで、具体化していくための基礎学力向上を図るリメディアル教育の取り組みを、全学教
育センターのラーニングステーションを起点として、入学前フォロー教育と新入生サポート教育の二本を
軸に実践してきたのである。それぞれの目的とプログラムをまとめると図２となる。この両者を連関させ
るのがプレイスメントテストで、さらに新入生サポート教育の意欲づけのアイテムとしてWALAKAのポ
イントカード制が位置づいている。
　リメディアル教育に関する今回の実践を経て、学生の基礎学力向上にどの程度の効果があったかは測定
できていないが、大幅な向上に結びつくものではないかもしれない。しかし、学生の学習意欲を刺激し、
そのニーズに応え、学習不安を解消するという点においてかなりの効果を生み出したことは、すでに記し
てきた都度のアンケートなどの結果に表れている。教育プログラムの内容についても、入学前フォロー教
育と新入生サポート教育のいずれも高い評価が得られ、生徒・学生のニーズに合致していたとみてよいで
あろう。ポイントカード制も新入生サポート教育の受講意欲を高めていたようである。「モノで釣る」と
の懸念もあったが、和洋女子大学では学部生のうち約34％が奨学金の貸与を受け（平成28年度）、平均で
300万円弱の返還金を背負って卒業する現状においては、ポイントによる還元を、学習意欲の高い学生へ
の幅ひろい給付型奨学金に相当するシステムとして、さらに拡大・充実すべき価値があると考える。なお、
新入生サポート教育の“わよらカフェ”の受講理由は、70％近くが自分に必要と感じた知識やスキルを
身につけることが主たる動機・目的であった。けっしてポイントに釣られているのではない。
　また、一連の試行錯誤から全学教育センターとその活動ベースとして学生と向き合うラーニングステー
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ションの役割を明確にすることができた。すなわち、各学科の専門的な知識や技術の教育とは異なり、就
職試験、公務員試験、採用試験などの準備学習が高校までの教育内容の復習とも関連しており、両者を連
携させた学習の強化、サポートである。学生への学びの動機づけは、英検や漢検などの資格試験や、就職
試験、採用試験、公務員試験などへのチャレンジとそのサポートが鍵となるものであった。また、少人数
制や個別対応なども学生側からのニーズ対応として大変有効であった。さらに、「できない」「わからない」
学生を「できる」「わかる」ようにするには、少人数制と個別対応が必要不可欠であった。通常の授業で
はできない細かい配慮や対応が全学教育センターとラーニングステーションの機能の特徴であり、配置の
教員だけでなく職員の手腕も必要とされる。その点、学科オフィスで助手補の職務経験のあるスタッフの
配置が大変有効であった。学生への声がけや相談窓口対応、学生から教員への繋ぎ、連携など、本プログ
ラムの教育効果にはスタッフ力が大いに反映されている。
　一方で課題も浮かび上がってきた。生徒・学生に向けた視点でみると、入学前フォロー教育について
は、通信教育型学習の教材費の捻出が困難な生徒の存在である。少数ではあるが、大学生活のスタートに
向け高まっている意欲に水を差す状況になり、大学集合学習の際にそれを相談してくる学生は沈んだ様子
であった。この点は本取り組みの成果の評価をもとに、平成31年度の入学生から大学の費用負担で実施
することが決まっている。入学決定後の高校生の学習意欲の持続と学力維持は、早期に入学生の獲得を図
る大学側も役割の一端を担うべきであり、生徒が入学後の大学教育にスムーズに入っていけるならば大学
にとっても教育上のメリットとなる。また、新入生サポート教育では、基礎学力補填の必要性が高い学生
の受講割合の低調さが大きな課題である。大学での学修に不安をもち基礎知識の学び直しの必要性を感じ
ていながら、自主的な学習に取り掛かるまでに至らない。学科の担任や基礎ゼミの担当教員との連携を強
めることが必要であり、同時にラーニングステーションからの強い呼びかけや当該学生を見守る新たなシ
ステムを作ることも検討すべきと考えられる。
　そして、各プログラムを実施する教員やスタッフに向けた視点では、プログラム内容の充実が教員やス
タッフの負担を過剰にしていく点が課題である。プログラムの実践は、全学教育センターの教員だけで内
容を充実させることは困難で、多くの教員の参加協力が必要となる。カフェ講座の場合、学生への必要性
やニーズを勘案してそれを担える教員に開設依頼をしてきたが、どの教員も快諾してくれた。事がら上、
断りにくかったのかもしれないが、多くの教員のボランティアで多彩なプログラムを構築し運営できたこ
とに心から感謝している。各教員の献身的な取り組みがあったから、学生の評価と満足度が高かったので
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表４ カフェ講座の内容 
27年度 28年度 29年度 担当教員（敬称略）
日本語力（文章表現・
語彙・作文）向上 34 56 15 伊藤茂※
英語文法復習 8 20 18 高久田
数的処理（計算力）向上 41 13 20 湊
時事問題
カフェ 主に社会科学系 3 20 12 駒見　山下　藤丸　秦泉寺　金丸
教養系
カフェ
人文・家政・語学・統計・
自然科学系 25 32 45
駒見　佐藤勝　伊藤瑞　鬘谷
多賀　大河原　岡本由　黒田
岡川　池田　代谷
新聞を読む
カフェ
人文科学・自然科学・
社会科学の記事を読む － 75 23 駒見　屋形※※　杉浦功
見学お出かけ
カフェ
ミュージカル・演劇・能・
博物館・国会議事堂・
日本銀行
－ 18 24 織田　服部　木村　駒見　金丸
教職系
カフェ
教員への道
（学校ボランティア含） － － 19 菱田
SPI対策 43 89 72 植田※※
英検対策
個別対応
模擬試験
－ 9 14 河内山　門脇　星野　佐藤義　湊　
数値は参加延べ人数（人） ※本学参与　※※併設中学･高校教諭
基礎学力向上
カフェ
種類
試験対策
カフェ
目
的
・学習モチベーションの維持
・基礎学力の補填
・大学での修学不安の解消
目
的
・基礎学力の向上
・学習意欲の向上
・自己実現のための学習支援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・カフェ講座
・学習教材の配布と貸出
・e-ラーニング
・検定試験の学内受験
入学前フォロー教育 新入生サポート教育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・大学集合学習
・教材自主学習
ポイントカード制
対象 ： 早期入学決定者 対象 ： １年生（上級生含む）
図２ 構築プログラムの概略 図２　構築プログラムの概略
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ある。けれども、責任持ちコマを超えて授業を担当している教員も多く、それ以外の大学業務も増えつつ
あるなか、疲労が重なっていく。教員の疲弊は、授業と同様に本プログラムでも深い検討や見直しを困難
にし、研究や教育の質の低下を招くことは言うまでもない。自己反省でもある。今後、効果的なリメディ
アル教育を推進していくためには、大学の全体計画の中で適切な協力教員体制の構築、とりわけ研究・教
育の時間を保障してシステムを整えていくことが肝要となる。学生対応を担う職員スタッフも同様である。
おわりに
　最後に、今後の展望を示しておきたい。入学前フォロー教育と新入生サポート教育を軸に始めたリメディ
アル教育のトライアルであったが、プログラムを学内に公開すると2年生以上の学生からも受講希望が多
く出された。そのため、先述したように初年度の途中から新入生以外にも門戸を開いた。以後、新入生以
外の受講割合の増加が顕著である。自己の学習スキルを多様な場で高めたいと考える学生が少なくない。
そのような学生の支援と、さらに学生の潜在的な意欲を引き出すことを目的に、リメディアル学習を包括
した授業外学習を促進させる仕組みへの拡大発展が望ましいと考える。すでに28年度からはこれを視野
に入れて取り組んできているのだが、さらなる強化を図りたい。例えば、基礎力向上のプログラムに加え
段階的なスキルアップの学習機会の設定、また、学生の教育活動実践を奨励するプログラムなどが想定さ
れる。これらもWARAKAポイントで評価し、わずかではあるが経済的にも支援するのである。
　一方で、この 3 年間の成果をもとに、平成31年度から正規授業の共通総合科目に「ベーシックラーニ
ング」を科目導入するに至った。この科目では、日本語読解や計算課題などを題材に大学生としての視点
で学び、人文科学や自然科学など幅広い視野や考え方を身につけることを目標としている。また、全学教
育センターは、平成30年度から教授会組織として確立され専従の教員も配置された。分担してラーニン
グステーションでの学生対応の充実に努めている。今後はさらに教員力を高めて、日本語に関連する基礎
学力の向上と、幅広い教養系の楽しい学びの体験をもとに、「大学生」としての学びを向上させたい。今
後も「学びが自信に☆ラーニングステーション」のキャッチフレーズ通り、この取り組みで得られた知見
を元に学生サポートを継続し、和洋女子大学学生の基礎学力向上に貢献することを目指したい。
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